




た｡ ただし, ２月には水深��ｍ以浅でも��μＭ以上であっ

た｡ なお, ��２��は, ８月, ��月及び２月に水深���ｍ

以浅で���～��	μＭと高い値が見られたが, それ以外は

���μＭ前後と低濃度であった｡ また, �
４�� (���～���

μＭ) は特に一定の傾向はなかった｡

��４��, �
も���と同じく, 水深が深くなるに従っ

て濃度が高くなった (図８,９)｡ また, ２月に表層でも

比較的高い濃度になる点も同様であった｡ 一部の層で濃

度の低い水塊が見られた｡

黒潮系の海水の影響を受けた年は, 冬季に水温が高め

であると共に表層で貧栄養状態である｡ それに対し, 黒

潮系の海水の影響が小さかった今年度は, 冬季に水温が

低めであると共に表層の栄養塩濃度が高かった｡ また,

一般的に黒潮系の海水は, 貧栄養であることが知られて

いる｡ これらから, 冬季に黒潮系の海水の影響をうけた

年は, 高水温, 貧栄養の海水が比重の差の関係で表層付

近に流入し, 冬季も表層で貧栄養になっていると考えら

れる｡ 一方, 黒潮系の海水の影響が小さかった今年度は,

高水温, 貧栄養の海水の流入が無いために低温, 富栄養

になっていると考えられる｡
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